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会 議 録  

 

１ 会議名 

平成 25 年度 第 1回横島地域協議会 

２ 開催日時 

平成 25 年 6 月 28 日（金） 午後 1時 30 分から 

３ 開催場所 

玉名市横島町公民館 第 1会議室 

４ 出席者 

委 員：大谷壽委員、米村博之委員、本島軍勝委員、高田優子委員、横田洋子委員、

大柿貴宏委員、坂崎郁美委員、田上民康委員、青山正男委員 

   事務局：松本市民生活課長、村﨑審議員、塚本係長 

原口企画経営部長、島﨑企画経営課長、前田係長、石貫係長、宮本参事、

上田主任 

   欠席者 

委 員：本山重信委員、井口清美委員、境あかり委員、中道健一委員  

中山勝利委員、大﨑日出樹委員 

         

５ 会議の内容  

 （１）開会 

 （２）挨拶（大谷会長） 

 （３）議題 

    ①玉名２１の星事業助成金交付申請について（諮問） 

②玉名市公共施設適正配置計画について（報告） 

③その他 

（５）閉会（米村副会長） 

６ 議事の概略・協議結果 

（１）玉名２１の星事業助成金交付申請について 

玉名２１の星事業助成金交付申請について諮問され、協議会で適当と認められ

た。 

 （２）玉名市行政組織等の見直しについて 

     玉名市公共施設適正配置計画について担当課からの報告があった。 

７ 会議資料 

 （１）会議次第 

８ 傍聴人の数 
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０人 

９ 非公開の理由 

― 

10 会議録の種類 

   要点記録 

11 発言の内容 

 （事務局） 

    皆さん、こんにちは。会議に先立ちまして本日は協議会委員 15 名のうち 9名の出

席をいただいておりますので、本日の会議が有効に成立することをご報告申し上げ

ます。 

    それでは只今から平成 25 年度第１回横島地域協議会を開会いたします。 

    大谷会長よりご挨拶をお願いします。 

 （会長） 

【記載省略】 

（事務局） 

    ありがとうございました。次に本日の会議の会議録署名委員を会長より 2 名指名

していただきます。 

 （会長） 

田上委員と大柿委員にお願いします。 

（事務局） 

   それでは、議題に入っていきたいと思います。 

   議事の進行については会長が議長をつとめることとなっております。よろしくお

願いします。 

（会長）    

   まず、玉名２１の星事業助成金交付申請についてですが、今日はまちづくり委員

会から説明においでいただいております。事業説明をお願いします。 

（事務局） 

  【諮問に対する協議会の対応について説明】 

（まちづくり委員会事務局） 

  【事業計画について説明】 

（会長） 

   ありがとうございました。いまの説明に対しまして何か質問はありませんか。 

（委員） 

   昨年度、ほたるの夕べに参加させていただきました。幼稚園、保育園の子どもた

ちからご老人まで和やかな雰囲気のなかでほたるの鑑賞ができました。 

   ほたるを人工的に育てるのは細心の注意と継続性が必要であると思います。 
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   そういうなかで小さな命を育んでおられます。 

   史跡ウォーキング部会については、横島地域内の文化財の各所に説明板が建てら

れており、歴史の理解と啓発に役立っており、よく町外から歴史に興味をもってお

られる方がお見えになられますね。 

   朗読劇部会についてですが、すばらしいと思います。特に有明中学校の文化祭の

ときの講演がよかったですね。生徒たちが一生懸命見ていたことが印象に残ってい

ます 

   横島小学校は 5 年生のときに史跡の学習とか干拓の歴史とか自分たちでテーマを

作り勉強会をして現地を研修するという伝統的な行事をされております。 

   このようなことにまちづくり委員会の活動が子どもたちの歴史認識等において貢

献されていると思います。 

（委員） 

   一個人としての率直な意見としてですがよこしままちづくり委員会はよくがんば

っておられますねということを町外のあちこちから聞きます。 

   私自身、鼻が高いし自分が関わっていないことに申し訳ないなと思っております。 

   この申請書を見て OK とかどうとかについては、私たちにはとてもじゃなくて、委

員会の皆さんの活躍、努力には頭が下がります。逆に少しでもお礼がしたい気持ち

ですよ。 

多分他の委員さんもそういう情報はお持ちかと思いますが、たった 30 万円位でい

いんだろうか、また公民館で会議をするのにどうしてお金がいるのだろうか、市の

マイクロバスはどうして使用できないんだろうかと思いました。 

（まちづくり委員会事務局） 

   市の担当者からすると特例をつくってしまうといろんなところで波及していきま

すから・・・。私もそのへんはよくわかりますけどね。そこらへんのところの見極

めをなんとかしていただけたらと思います。委嘱団体ではないからだめなんですが

委嘱団体であるという定義づけができないか・・。そちらの方を協議会で後押しを

いただけたらと思います。 

（会長） 

   それについてはその他の協議としまして、諮問事項としてはいかがでしょうか。 

   どなたも質問もないし異論もないようですから、この申請は諮問のとおりでよろ

しいでしょうか。 

（委員） 

【異議なしとの声あり】 

（会長） 

   それでは諮問のとおりといたします。その他で先ほどの減免措置といいますかそ

のへんの議論をしたいと思います。 
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（事務局）    

   議長、その件につきましてはこちらのほうでどういう形になっているか調べたい

と思います。 

（会長） 

   では議題２の玉名市公共施設適正配置計画についての報告ですが担当課より説明

をお願いします。 

（企画経営課） 

  【 概要説明 】 

（会長） 

   ありがとうございました。いまの説明に対しまして何か質問はありませんか。 

（委員） 

   体育館ですね。これは、今年度答えをだすのではなくて、来年度答えをだすとい

うことですか。 

（企画経営課） 

  予定としましては、来年度、設計等に着手したいと考えております。 

（委員） 

   今年度はどうするんですか。 

（企画経営課） 

   今年度は 2 つのケースを説明したと思いますが、どちらのケースでいくのかを決

定したいと考えております。 

（委員） 

   来年度には結論がでるということですか。 

（企画経営課） 

   はい。 

（委員） 

 私たちはこの会議に出席しますからわかりますけど地域に帰るといろいろ話を聞

きます。合併当時は体育館はいつごろできますとか、それが合併の条件だったとか

ですね。そのとき携わられた人たちがどういう風に決めていたのかはわかりません

が・・・。今年度方向性は決定されるということですね。 

 （委員） 

    さきほど話がでました横島町体育館についての改修、建替の要望が今でも強いで

す。 

    合併のときに体育館建設における基金、いわゆる積み立てがあったようですので

優先的に体育館の建替ができるんではないかということは横島地区の市民の皆さん

の認識だったわけです。また、区長会が署名運動をされて陳情しておられる。 

    ここは農村地帯ですから昼間仕事をして夜に活用をされるわけですね。 
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    今、横島地区の高齢化率はどれくらいかはわかりませんが、全体的に健康で長生

きをされてるのかなと感じます。また、老人会のスポーツ活動も盛んで横島小学校

の体育館と町の体育館と両方活用されています。 

    これを片方にするとどうしてもスペース的に狭くなりはしないかという懸念があ

ると思います。しかし、少子化、高齢化あるいは交付金の問題もあり若い人たちに

公共施設の借金のツケをまわしていくことにもなりかねるので強引につくれとも言

えないのかなと思います。ちょっとジレンマですね。あとは市全体としてマネジメ

ントしていかれると思いますが、片方を壊して片方を大規模化して共用しましょう

ということは計画的にはわかりますけど、現実どうかなと思います。ちょっと心配

もしますけど・・・。 

 （企画経営課） 

    今日は報告ということで参っておりますけど、皆様からの意見を持ち帰りまして

庁内の検討事項としてそういうのを 1 つ 1 つ考えてよりよい方向にもっていきたい

と思いますので何かご意見等がありましたらどうぞご遠慮なくおっしゃっていただ

ければと思います。 

 （委員） 

    見直すべきは見直さなければならないと思います。しかし町体育館は建って大分

たちますね。そういうところは見直すにしても早く方向性を示してもらいたいと思

います。雨漏りをしているのにもかかわらず、修理しないでもうすぐ立て直すから

とかですね。そういう話もよく聞きますもんね。ですからはやく方向性を取りまと

めてもらって先に進めていただきたいと思います。 

 （企画経営課） 

    これまでの経緯も事務局としても当然、把握しております。新市建設計画のなか

でも位置づけられた横島の重要な取り組みということもございましたし、市制懇談

会のなかでもご意見をいただきましたし、地域協議会からだされた要望書、それに

対する回答、今後こういう方向性でということは今日始めてこういう計画のなかで

話をさせていただいておりますが、以前からの議会答弁でも皆様方にこういう話を

させていただいております。 

（会長） 

   私はこの会議に参加をさせていただいておりますが、公共施設のマネジメントの

資料についてはデータとして私たちの知らないたくさんのことが数字的に説明して

あります。 

   この会議の第 1 回目に参加したときに私は横島の大部分の人たちが要望している

ことしか言われないから私の意見は今の方向性とは違いますがそれでも委員を受け

ていいんですかということを言ったことがありますが地域協議会長は委員にならな

ければならないそうです。 
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   しかし、回を重ねるにしたがって市がおかれた財政的な立場、全市的に見る場合

においては仕方がないのかなと考えるようになりました。しかしスポーツに親しん

でおられる人たちは町体育館建設を熱望しておられます。 

   学校の適正配置計画の説明においても市の広報なんかで配られてきますがほとん

どの人は見ておられませんからいろんなおたずねがあります。例えば学校はなくな

ると聞いたけどどうなるのかだとかですね。当然、子どもは減っているので今の形

で存続するのは無理でしょうね。 

   参考までに 15 年前と比べると子どもの数は半分以下になっています。当然、まだ

減るでしょうね。 

   横島の人口動態を調べてありましたけど、他の地区と同様で横島だけ減少しない

ことはありえないからですね。 

   体育館も含めて苦渋の決断をして横島小学校体育館を大規模改修して町体育館と

の共用をしようとかあるいは町体育館を大規模改修して小学校体育館は対応年数が

きたら解体をしようということですね。これはいろんな機会で説明をして理解をし

ていただかなければ仕方がないと思います。 

   説明会とかはないのですか。 

（企画経営課） 

   私たちも一番大事なのは地域の方々にご理解をいただくということを念頭におい

ております。これから庁内でまず方向性の合意をとってそれから住民の方々に丁寧

に説明をしていきたいと考えております。 

 （委員） 

説明をする素案ができたら説明をする場を設けていただいて事前説明を充分行っ

ていただきたいと思います。 

 （委員） 

    体育館に関してですが今の説明ではこの地域の人たちが使用することを目的に設 

 計をされるということですけど、少し考え方を変えて他の地区からも人が来るよう 

 な施設規模の検討をしてもいいのかなと思います。中体連とか高校の大会とかを誘 

 致できるところは桃田運動公園の体育館くらいでしょ。ここでも競技が限られると 

思います。 

 （企画経営課） 

    限られると聞いたことがあります。 

 （委員）  

    それぐらいの規模をつくってくれという要望ではありませんが他の地区からの集

客の目的としても考えていいんじゃないかなと思います。 

 （企画経営課） 

    充分検討させていただきます。 



 7

 （委員） 

    町の体育館も災害時の緊急避難場所になっています。 

    いざというときも考えて設計を行っていただきたいと思います。 

 （会長） 

    ほかにありませんか。 

（委員） 

【なしとの声あり】 

（会長） 

  それでは玉名市公共施設適正配置計画については終了します。 

  どうもありがとうございました。 

（会長） 

  それでは議題３のその他ですが皆さんから何かありませんか。 

（事務局） 

  議長、先ほどの玉名２１の星事業につきまして今年度で終了するという説明があり 

ましたが、今後の取り組みあるいは団体等への公民館の利用、マイクロバスの使用を 

含めてですが、せっかく担当課もお見えですのでそういうことを協議会で話ができた 

らと思います。 

 （企画経営課長） 

   まちづくり委員会からいくつかのお尋ねがあったんですが、まず公民館の使用につ 

いて無料でどうなんだということですが、21 星事業のうち 17 団体が活動をされており 

ます。公民館が近くにない地域でも活動をされているところもあります。 

 玉名の中心街でない地域では中心街まで来て活動をすることはありませんしそうい 

う場所がないところもあります。 

 補助金をだしているということは、公共性があるから一生懸命やってください、補 

助金で活動をがんばってくださいという意味合いです。 

 失礼ですけど、婦人会、社会体育のソフトボール協会等については趣味の世界とは 

違うということで補助金をさしあげております。そういう意味合いで無料ということ 

になりますとあっちも無料、こっちも無料ということになります。 

 例えば我々はソフトボール普及のためにがんばってるじゃないか。それなのにまち 

づくり委員会は無料で我々は有料なのかということになります。 

 それと公民館施設については条例で決まっていて、ある程度は受益者が負担してい 

ただくようになっております。 

 そういう意味合いで補助金の考え方は、補助金の中から必要な経費は賄ってくださ 

いということがあっております。私も以前携わっていましたが横島のまちづくり委員 

会が他の地区よりもがんばっておられることは認めております。 

   ただ、他の地区よりもがんばっているから、たまたま近くに公民館があるから無料 
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  でどうぞということは公益性からいって無理です。ということをお話しながらやって 

きました。 

 次にバスの使用ですが、一般的に考えれば玉名市のバスだから玉名市民が使ってい 

いじゃないかということかと思います。 

 これも 2つの観点がありまして、第 1は保険の適用範囲です。適用範囲がそこまで 

はないので何かあった時に責任の所在がはっきりしないということがあります。 

 それともう 1つはさっき言いましたようにそれじゃあどこまで使っていただくのか 

じゃあまちづくり委員会だけでいいのか。横島だけでいいのか。どこも今の地点では 

自分たちの会費、補助金で先進地研修等に行かれるときは民間のバス会社から借りて 

行っていただいております。そういう意味合いでは 1台しかない 20 数人乗りのバスを 

使用制限をどんどん広げていったらまず公平性の面でどこまでがいいのかというのが 

あるので今は市が主催する事業、あるいは公務員、非常勤の方々も含めたところです 

がそういう方々が出張に使う部分、消防団等の委嘱を受けた方々の研修等に使うとい 

う形でマイクロバスの運用規定ということで線を引かしていただいて活用させていた 

だいておりますので検討はさせていただきますが、多分、まちづくり委員会としてそ 

れを毎年使うというのははっきり申し上げまして無理かと思います。 

 それと次年度からの事業はどうなるんだということですが、これは私たちの課題と 

して考えております。今まで 8年間、補助が続いております。補助金はずっと継続 

して続いていくものであれば補助金の意味はないと思います。そういう形で今年度が 

一応玉名２１の星事業の完了ということでまずは完了ということをとらえたうえで、 

それでは地域コミュニティを維持していくためにはどういう方法があるかを考えてい 

きたいと思っております。 

 そういう意味で発展的に考えていくことであればきちんとした補助金の決まりどお 

りに終わる地点では終わって、発展した形でまた新しい補助制度を構築するのであれ 

ばするという形で、今年度中には補助事業をつくるのかつくらないのか、つくるので 

あればどういう形でつくるのかを私たちのところで検討いたします。 

（委員） 

 バスの使用ですがまちづくり委員会については忙しい中地域のためにボランティア 

的に活動をされてますので使用させてやってもいいんじゃないかなと思います。 

  横島がよくなることは市全体もよくなる話なのでですね。 

（企画経営課長） 

 その件に関しましては、先ほど話をしました保険がどうなっているかとかそういう 

ことを含めまして地域協議会でこういう要望があったということで検討します。 

 先ほどは、今の地点ではだめですよと言いましたがバスに関しての要望は持ち帰り 

検討はいたします。 
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（委員） 

 先ほどの話ですがどちらの言われることもよくわかります。ただどこかで線をひく 

ことも必要かと思います。課長が言われることも納得しますね。 

（委員） 

 さっきのまちづくり委員会からの説明をきいてそうだなと耳を傾けましたけど、今 

の説明をうけると適正管理からいえば受益者負担をしていただかなければ成り立って 

いかない現状もわかります。 

（会長） 

 それはいいとして国、県からの補助金のメニューを調査してバックアップしていた 

だけたらと思いますね。 

（企画経営課長） 

 横島のまちづくり委員会は 17 団体活動をされているかと思いますけど、ここ 2～3 

年間では１番横島が補助金をもらって活動されております。例えば音響設備が約 250 

万円、専門家に依頼して台本を作成する補助金等ですね。それは常に頭にいれてバッ 

クアップしていきたいと思います。 

（会長） 

ほかにありませんか。 

（委員） 

【なしとの声あり】 

（会長） 

   事務局からはありませんか。 

（事務局） 

   ありません。 

（副会長） 

 それでは平成 25 年度第１回横島地域協議会を閉会します。今日はどうもお疲れ様でし 

た。 

 

12 会議録作成者 

   玉名市横島支所 市民生活課 係長 塚本昭広 

                     

13 会議録署名人署名欄 

  

 

14 問合せ先 

玉名市横島支所市民生活課 TEL：0968-84-3111（直通） 
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